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知る・学ぶ

実行する

未来につなげる

(1) みらい会議とは？
防災・減災のテーマに沿って未来を考えるプロジェクト

1. みらい会議の活動概要

知る・学ぶ



(2) R5年度の活動

第１回会議 被災地視察研修（福島）
みらい会議の目的・
目標について参加者
間で共通認識を持つ

①被災地福島の震災伝承施設や　　
　震災遺構を訪問し、震災の恐　
　ろしさと命を守る教訓を学ぶ。
②日赤福島県支部を訪問し、当時
    の日赤の対応や災害に対する備
    えを学ぶ。

第２回会議
①視察研修を振り返　
　り、自分たちがで
　きることを考える。
②具体的な今後の進
　め方を協議する。

体験学習会
①災害を自分事とし　
　て捉える
②支援活動に繋がる
　技術を身に付ける

1. みらい会議の活動概要



(3) R6年度の活動

第１回会議
R6年度メンバーとと
もに、赤十字活動と
災害に関する理解を
深める。

被災地視察研修（岩手・宮城）

宮城県(石巻市・気仙沼市)や岩手県
(釜石市・大槌町)の震災伝承施設や
震災遺構を訪問し、東日本大震災
の被害や、命を守るための方法に
ついて学ぶ。

第２回会議 第３回会議
①視察研修に向けて
　目的意識を持つ
②研修先で学ぶ内容　
　を明確化する

①視察研修での学び
　を整理する
②今年度の活動のゴ
　ールを定める
③評議員会へ向けて
　の準備を進める

1. みらい会議の活動概要
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2. 学んだこと①(実践的な避難訓練の重要性)

② 地域の特性を踏まえた避難訓練

③ 地域住民の避難訓練への参加促進

① 学校での実践的な避難訓練



(1) 伝承とハザードマップの活用

事例：「津波てんでんこ」と釜石の奇跡

➡

2. 学んだこと②(伝承とハザードマップの重要性)

釜石東中学校と鵜住居小学校の生徒全員が
大津波から生き延びた

地域の伝承・防災教育・ハザー
ドマップの活用によるもの

津波てんでんこ：津波が来たらいち早くてんでばらばらに    
                                   高台に逃げろという言い伝え



釜石市が行っていた防災教育

真剣かつ楽しみながら行える防災教育の実施

事例：釜石市立釜石東中学校・鵜住居小学校の防災教育
・具体的な災害状況を想定した体験学習でありながら、
　楽しんで学習することができている

➡ 東日本大震災発災から
わずか２～３分で避難開始！！

全国平均17分を
大きく下回る！！

2. 学んだこと③(楽しみながら行える防災教育の重要性)



ご提案
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(1) 学校での実践的な防災訓練の実施
事例：新潟市立小針中学校での避難訓練

・倒壊物を想定し、通行できない場所を設置
・けが人の発生を想定

・生徒が企画・立案

これらの要素を追加していくことで、より実践的な訓練に

他にも…
・余震の発生を想定
・放送設備が使えない想定

3. ご提案①（実践的な避難訓練の実施）



3. ご提案①（実践的な避難訓練の実施）

考えられる想定

(2) 地域の特性を反映した避難訓練の実施

・津波の遡上が想定される川沿いの地域での避難訓練

・高齢者が多い地域での、一人では避難できない
    高齢者をサポートしながら行う訓練

・オフィス街など大規模な避難訓練が難しい地域の、
     緊急地震速報を活用したシェイクアウト訓練



(3) 地域住民対象の避難訓練イベントの実施
事例：燕市吉田学校町での避難訓練

既存の避難訓練に加え…
・カレーライスの炊き出し訓練
・段ボールベットの設営訓練
他にも…
・マンホールトイレの設営体験
・土のう袋作り体験

要素を加え、イベント化することで住民の知識の習得や参加を促進

3. ご提案①（実践的な避難訓練の実施）



(1) 新潟県内の災害伝承碑の活用の推進

伝承碑の活用が地域のリスクや災害の
歴史を知り、備えを進めるきっかけに

新潟県内にも多くの災害伝承碑が存在
（地震・津波・水害・雪崩など…）

みちびきの像（新潟市中央区）

3. ご提案②（伝承を活用したリスク周知の推進）



(1) 楽しみながら行える防災教育の実施
防災リュックづくりワークショップ

事例：岩手県釜石市　いのちをつなぐ未来館でのワークショップ

・グループの人と意見を出し合いながら、楽しく学ぶことができた
・防災リュックの必要性について深く理解できた

・自分事としてとらえ、主体的に学ぶことができた

3. ご提案③（楽しみながら行える防災教育の実施）



①防災リュックづくり

参加者を４人１組
のグループに分ける

各グループに
異なる状況設定
の紙を配布する

その状況下で防災
リュックになにが
入っていると便利

かを話し合う

防災リュックの
中身について発表

3. ご提案③（楽しみながら行える防災教育の実施）



②防災スタンプラリー

避難経路のマップを
配布

デジタルスタンプラリー
などを活用し、スタンプ

を集めながら歩く

3. ご提案③（楽しみながら行える防災教育の実施）



で
き
る
かぎ
りの災害への備

え
を
ご清聴ありがとうございました

参考資料もぜひご覧ください


